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E-mail: sakai@ee.tokushima-u.ac.jp
Tel: 088-656-7446
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内容：

1. 需要家側での同期位相計測とその応用
需要家内のコンセント電圧の測定から電力系統のオンラ
イン観測を可能にし，その観測結果を分散型電源の制御
に活用する研究

2. 太陽光発電の多数台導入の下での配電系統電圧制御
太陽光発電用系統連系インバータの活用を含む，低圧
及び高圧系統における適正電圧維持のための合理的な
制御手法の開発

3. 複数の直流電源を接続可能な新しい電力変換技術
フライングキャパシタ形マルチレベルコンバータの概念を
応用し，太陽電池，蓄電池と負荷を結ぶ簡単な変換器の
開発

4. 太陽光発電の多数台導入の下での配電系統電圧制御
太陽光発電用系統連系インバータの活用を含む，低圧
及び高圧系統における適正電圧維持のための合理的な
制御手法の開発

5. 分散電源の出力電圧位相制御による周波数制御
分散電源の出力電圧位相を調整するだけで簡便に系統
周波数の調整に寄与する手法の開発

分野：電力工学・電力変換・電気機器

専門：電力系統工学

E-mail: hojo @ ee.tokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-7452

Fax: 088-656-7452

コンタクト不良

図１ 主な研究の概念図

図２ オンライン系統観測 図３ 集約型電力変換回路
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内容：

慢性疾患(睡眠時無呼吸症候群(OSAS)，過敏性腸症候群
(IBS))に悩む患者が増加傾向にある。これらの疾患の診断に

は，身体的負担のある検査（睡眠ポリグラフ検査、内視鏡検
査など）が必要となる。そのような疾患を煩う患者からの生体
音（いびき，腸音）には疾患に関連する情報が含まれている
と考えられる。生体音はマイクロフォン、電子聴診器などを用
いて手軽に測定することができる。そこで、我々は，生体音
解析をもとに，慢性疾患に対する新しい診断支援技術の開
発を目指し研究を進めている。生体音解析には一般的に長
時間にわたって録音した音を使用するため、信号処理の技
術等を応用して、慢性疾患(OSAS，IBS)の定量的自動診断シ

ステムの開発を行っている。我々の研究の進展により，従来
の検査法と比べ患者の負担が小さく，非侵襲・非接触の新た
な慢性疾患診断法が期待される。

分野：<医用システム>

専門：<生体医工学>

E-mail: emoto@ee.tokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-7476

Fax:

顔写真
（省略可）

図１ いびき音測定準備の様子

図2 腸音測定準備の様子
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